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た新たな取り組みとしては、昨年、若手メンバーを中
心に社長室直轄の会議体を発足させました。既存事業
の枠組みにとらわれることなく大胆に構想を描き、新
しい技術を生み出していくことをねらいとしていま
す。現在、複数のアイディアを検討中。この会議にて
発案され、既に商品化したものもございます。

　リーダーシップ行動論の1つである「PM理論（※）」
で自己を分析すると、私はM機能（集団維持力）に比
べてP機能（目標達成力）が強いタイプ。まず目標設
定においては、周囲から積極的に情報を集め、納得す
るまでとことん考え抜きます。そして、いざ決断した
ら即行動。スピードを重視し、目の前にある課題を1
つずつ着実につぶしていきます。日頃から、PDCAの
頭に1文字加えた「GPDCAサイクル」を意識して行
動しています（「G」はゴール設定の意）。

　株主の皆様への利益配分につきましては、かねてよ
り配当性向30％以上を目処とするとともに、安定的か

（※）目標設定や計画立案、メンバーへの指示により目標を達成する能力（P）
と、メンバー間の人間関係を良好に保ち、集団のまとまりを維持する能力（M）
という2つの能力の大小によって、リーダーシップのタイプを分類している。

つ継続的な配当を行うことを基本方針としております。
前期に続き、今期も1株当たり15円の配当（配当性向
40.96％）とさせていただきます。
　3ページ以降の特集でもお伝えする通り、当社は世
の中に貢献するソリューションを多数持っています。
株主の皆様にはぜひその点をご評価いただき、引き続
きご支援いただけますようお願い申し上げます。

2014年6月

サウンズ）」は業界最安値の画期的なソリューション
とあって、前期末で既に1,000店舗と契約。まだ売上
規模は小さいものの、好調に滑り出しています。
　最後に自治体向けシステムは、システムの納入だけ
でなく、税金や国民健康保険料などの催告業務まで請
け負うBPOサービスを2012年から開始し、受注拡大
に務めてまいりました。その結果、前期は新規案件を
受注するとともに、既存案件も業務範囲を拡張して継
続することが決まりました。自治体向けシステムは注
力市場として取り組み、早期の売上拡大を目指します。

　当社の強みは、長年かけて培われた独自開発力とお
客様のニーズをタイムリーに把握していること。それ
らを最大限生かしながら成長するための道すじを、さ
まざまな切り口で考えています。
　例えば、当社のお客様は金融機関、生損保、百貨店
など日本の大手企業が数多く名を連ねています。お客
様のニーズを把握することは、既存ビジネスを拡大さ
せるだけでなく、新たなビジネスの芽を発見すること
にもつながります。これまで以上にお客様にご満足い
ただけるよう、新たな技術、新たなソリューションの
可能性を探っていきます。また、独自開発力を生かし

To Our Shareholders株主の皆さまへ

　売上高109億74百万円（前期比105.2％）、当期純利
益10億9百万円（前期比122.6％）と増収増益の決算と
なりました。特に当期純利益は、過去最高益を達成。シ
ステムソリューションの各事業部で前期より売上が増
加し、当期純利益は10億円を超えることができました。
　具体的には、フィナンシャルシステムの売上が前期
比約20％増で着地。サービサー向け債権管理システム
の受注が相次いだほか、大手地方銀行やネット銀行な
どに個人融資審査支援システムをご採用いただいた結
果です。また、CTIシステムも、大手通販事業者や大
手メーカーからコンタクトセンターシステムを受注。
流通・eコマースシステムは、首都圏の百貨店に基幹
システムを納入。実店舗とECサイトを相互連携させ
るオムニチャネル対応や複数のECモールを一元管理
する「ITFOReC MS2（アイティフォレック・エム
エスツー）」を、スポーツウェアメーカーや靴小売店
に導入いただきました。
　一方、ネットワークソリューションは、昨年に続き
売上が大きく減少。大手モバイル通信キャリアの無線
基地局向けソリューションの設備投資が一段落したこ
とによるものです。昨年7月にサービスを開始した店
舗BGM＆CM配信サービス「Arrow Sounds（アロー・

おかげ様で、過去最高益となる10億円超を達成。

代表取締役社長

P re s i d e n t  a n d  C E O

Kiyoshi Higashikawa

当期の分析と評価は？Q
増収増益、過去最高益。A

強みを生かした取り組みは？Q
社長室直轄の会議体で、新技術を検討。A

経営者としての自分を分析すると？Q
目標達成型リーダーシップ。A

株主の皆様へのメッセージは？Q
安定的かつ継続的な高配当を実施。A

第 55 期  報告書 ITFOR Financial  Report 20141 2



Special  Issue特集

「え？ こんなところにも？」アイティフォーは、   あなたの生活をそっと支えています。

あなたの生活にアイティフォー

1983年、日本では初めてとなる債権回収の
システムに始まり、ローンの勧誘や申し込
み、審査などローン業務全般のシステムを、
銀行やクレジット会社、保証会社などにご提
供。特に、地方銀行の催権管理システムでは
70％を超えるシェアを獲得しています。

近々、マンションを購入予定。
住宅ローンを申し込もう。
フィナンシャルシステム

百貨店や小売店で買い物をすると、レジで入
力された情報はセンターへと送られ、売場の
動きは瞬時に共有されます。アイティフォー
は商品管理・販売管理・顧客管理など、小売
業の業務を支える基幹システムを提供してい
ます。

お中元シーズン到来。
今日は百貨店でお買い物。
流通システム

税や国保の徴収を効率化する「滞納管理シス
テム」「電話催告システム」、就学児童の状況
把握や奨学金の貸し出しなどを管理する「学
務支援システム」を自治体に提供していま
す。2012年には、システムと人材を併せて
提供するBPOサービスもスタート。

市から届いた特定健診の
ハガキ。よし、受けてみるか。
自治体向けシステム

今や、ネットでの買い物は当たり前の時代。
アイティフォーはこれまで、ECサイト構築
パッケージで大規模ECサイトを多数構築。
実店舗とECサイトを両方持つ企業には、双
方を一元管理できるオムニチャネル環境も提
供可能です。

友人から勧められた本を、
ネットで注文。
eコマースシステム

電話やメール、ネット閲覧などスマートフォ
ンを利用すると、端末と無線基地局の間で大
量のデータ通信が行われます。アイティフォ
ーは無線基地局の品質改善などに役立つシス
テムを、通信事業者に提供しています。

電車での移動中は、サイトで
話題の動画をチェック。
ネットワークソリューション

サービスの申し込みや商品に関する問い合わ
せなど、コールセンターに電話をかけること
はありませんか？ アイティフォーはコール
センターの運用効率化やコスト削減、会話の
品質向上を実現するソリューションを、企業
に提供しています。

買ったばかりの家電が故障…。
メーカーに問い合わせよう。
CTIシステム

社内の共有サーバーにあるデータにアクセスしたり、社内外の人とメールをやり
取りしたり…。これらは仕事をする上での基本活動です。アイティフォーは、ネ
ットワーク構築のパイオニア。長年にわたり、企業のIT環境を支えています。

明日は大切な商談。電話と共有サーバーを通して、
提出資料を本社と最終確認。
ネットワークソリューション

スーパーなどに行くと必ず耳にするのがBGM。曲と曲の間に聞こえてくる、一
推し商品などのアナウンスもお馴染みですよね。アイティフォーはインターネ
ット活用型の店舗BGM＆CM配信サービスを、チェーン店に提供しています。

スーパーで夕飯の食材を調達。
店内放送で流れていたエビがお買い得だわ。
ネットワークソリューション

ECサイト事業者

コールセンター

クレジット会社

通信事業者

市役所

銀行

オフィス

小売店

スーパー

百貨店
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組み合わせることで、
さらなる強みを発揮する
７つの事業

カスタマーサービス

ネットワークソリュー
ショ

ン

システムソリューシ
ョン

CTIシステム

eコマース
システム

流通システム

自治体向け
システム

フィナンシャル
システム

事業部別売上構成比

71.1%
10.3%

18.6%
42.2%

8.6%

6.9%

システム
ソリューション

ネットワーク
ソリューション

カスタマーサービス

フィナンシャルシステム

eコマースシステム

CTIシステム

その他

流通システム

10,974
百万円

4.9%

8.5%

eコマースシステム
高度な情報技術と柔軟なカスタマ
イズにより、ECサイトを運営す
る企業に、売上拡大のためのeコ
マースシステムを提供しています。

システムソリューション-5

流通システム
百貨店や量販店における基幹シス
テムを提供しています。会社の規
模を問わず、すべての小売業でリア
ルタイムな情報提供を実現します。

システムソリューション-4

フィナンシャル
システム

銀行・信販・クレジット会社向け
の債権管理・回収システムのほ
か、住宅ローンや各種個人ローン
自動審査支援システムなど、ロー
ンの貸出から管理・回収まで、一
貫してサポートするシステムを提
供しています。

システムソリューション-1

自治体向けシステム
金融機関向けの債権管理・回収の
ノウハウを活かし、地方自治体に
おいて全庁利用への展開が可能な
公債権・私債権の統合型徴収管理
システムを提供しています。

システムソリューション-2

CTIシステム
音声のデジタル録音システムをベ
ースに、最先端のコールセンター
システムの設計から開発・導入・
保守・オペレーターの質的向上ま
で、網羅的にサポートするシステ
ムを提供しています。

システムソリューション-3

企業のネットワーク構築に関するコンサルティン
グから運用・保守・管理まで、全範囲をカバーし
ます。情報漏えいや個人情報保護対策など、独自
のソリューションも展開しています。

ネットワークソリューション

24時間365日、常にお客様のシステムを保守・
監視する体制を確立し、システム構築のコンサル
ティングから運用・管理・緊急保守まで、トータ
ルにシステム運営をサポートしています。

カスタマーサービス

Business Overview事業概要Special  Issue特集

通販事業者の救世主！ ECモール運営もラクラク。

　今やネットショッピングが当たり前の
時代。あなたもAmazon.co.jpや楽天
市場で買い物をしたことがありませんか？ 
ここ数年、流通・小売業などが売上拡大
のために、楽天市場などのECモールへ
出店する事例が増えています。しかし、
複数サイトを運営するためには、これま
でサイトごとに商品登録・在庫管理・受
注処理を行う必要があり、作業に多大な
手間がかかるのが悩みの種でした。

　昨年、アイティフォーは複数ECモー
ル一元管理ツール「ITFOReC MS2（ア
イティフォレック・エムエスツー）」を
発売。商品データの登録の際、一度の作
業で全サイトへ一斉に反映させたり、在
庫の変動があった際に、全サイトの在庫
を一斉に変更するなど、運用に必要な作
業を自動連携します。複数サイトを同時
運営する場合、作業時間を大幅に削減す
ることができる画期的なツールです。

あなたに身近なソリューション、続々登場。

楽天市場amazon Yahoo!
ショッピング

DeNA
ショッピング

複数サイトの
商品登録・在庫管理・
受注処理を自動連携！

ショートメッセージの活用で、お客様との連絡がスムーズに。

システム「e-SMS」を独自開発し、流
通・小売業や金融機関向けソリューショ
ンに組み入れています。クリック一つで
返電できるという手軽さから高い反応率
が期待でき、電話や封書に比べて時間と
コストもかからず、セキュリティも万全。
個人情報が漏れる心配がありません。
　早速、金融機関数社への納入が決定。
いずれも当社の延滞債権管理システムと
連携させ、延滞している方への連絡手段
としてご活用いただいています。

　携帯電話間で70文字以内のメッセー
ジを送受信できるSMS（ショートメッ
セージサービス）。メールアドレスがわ
からない相手にもメッセージを送ること
ができる上、2011年7月から異なる通
信会社間で利用できるようになったこと
から、ビジネス領域での本格的な活用が
始まっています。
　アイティフォーはこのSMSを活用し
て、ターゲティングされた消費者の方へ
タイムリーに情報発信することができる

フィナンシャルシステム

eコマースシステム

あなたの生活にアイティフォー
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 個人のための資産運用銀行として利便性と質の高いサービス提供で
知られるインターネット銀行・ソニー銀行株式会社様が、「住宅ロー
ン審査支援システム」「MICS2.0個人信用情報照会システム」「総合
債権管理システム」をご採用。2013年10月より稼動を開始しました。
　同社が提供する住宅ローンは申込受付から審査、督促業務まで自社
完結で行うため、同社のワークフローに合わせた設計へと変更しまし
た。“住宅ローン業務の効率化”を目標に、既存システムを見直すと
ころから始まった今回の刷新。3システムを銀行内のメインシステム
と連携させて、審査・督促業務の効率化を実現しました。

3システムの導入で、審査・督促業務を効率化
ソニー銀行株式会社様

Topics 02

　ASBee（アスビー）など全国に800
店舗以上を展開するイオングループの靴
専門店・ジーフット様より、ECサイト
構築システムを受注、稼動しました。さ
らに本年度からは、オムニチャネルのモ
デルとなる、ECサイトと実店舗での在
庫管理の一元化を開始。各店舗にはタブ
レット端末約800台を配置し、ECサイ
トとの連携機能を使うことで他店在庫を
取り寄せて販売する「客注システム」が
可能になります。販売機会損失の防止を
図ることで、顧客の囲い込み、サービス

オムニチャネル対応で、販売機会を拡大
株式会社ジーフット様

Topics 03

の向上、売上の拡大を目指します。
　また、楽天市場、Amazon.co.jp、
Yahoo!ショッピング、DeNAショッピ
ングなど、複数の外部モールとの間で商
品登録、在庫・受注情報を自動連携する
「ITFOReC MS2」を納入、バックオフ
ィス業務を効率化しました。
　オムニチャネルは百貨店、大手総合ス
ーパー、専門店が展開しており、イオン
グループのデジタルシフト戦略のモデル
ともなる本システムの今後の展開が期待
されています。

eコマース
システム

フィナンシャル
システム

　プリンターやファクス、ミシンなどブ
ラザー製品の国内マーケティングを担当
するブラザー販売株式会社様が統合コン
タクトセンター・ソリューション「Aspect 
Unified IP Ver.7.1（アスペクト・ユ
ニファイド・アイピー）」のクラウドサ
ービスを採用され、2013年6月より稼
動を開始しました。本システムは当社初
のクラウド版コンタクトセンターです。
同社では既存システムの更改を機に、初
期投資費用の抑制やシステム構築期間の
短縮、利用環境を最新・最適の状態に維
持したシステムを利用できるなどの理由
で本サービスを選定。コンタクトセンタ
ーに必要な全機能を装備している高機能
なオール・イン・ワンソリューション
を、低コストでご利用いただけるサービ
スとして評価いただきました。
　「Aspect Unified IP」の機能を利用
して、アイティフォーは今後、クラウド
サービスの次なる展開を計画。電子メー
ル、Web、チャット、SNSなど複数チ
ャネルから寄せられるお客様の声を一元
管理するマルチチャネル対応や会話の感
情分析など、コンタクトセンターのさら
なる進化を支えます。

コンタクトセンターシステムに必要な機能とは？
皆さんにもお馴染みのコンタクトセンターは、多種多様な機能が搭載されたシス
テムによって運営されています。例えば、手の空いているオペレーターから順
次、着信を振り分けるACD（着信呼均等分配）機能、音声ガイダンスを再生し
たり、発信者のダイヤル操作でオペレーターへとつなぐIVR（音声自動応答）機
能、架電業務を効率的に実行する自動ダイヤル機能など、コンタクトセンターの
運用効率を最大化するための工夫がなされています。

JR東京駅前にある、ソニー銀行様の住宅ローン専用対面相談窓口
「住宅ローンプラザ」

Topicsトピックス

CTIシステム

当社初、クラウド版コンタクトセンターをご採用
ブラザー販売株式会社様

Topics 01

用
語
解
説
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連結損益計算書の概要

損益計算書のポイント

金融機関や流通・小売業向けパッケージソフトの品質改善によ
り、売上総利益率が改善。販売費及び一般管理費も削減すること
ができ、営業利益は27.4%の増益。当期純利益も22.6%増益と
なり、過去最高益を達成。

利益
銀行向けの個人ローン審査支援システムが好調。サービサー向け
債権管理システムも新規顧客からの受注を相次いで獲得し、トッ
プシェアを維持。自治体向けシステムは、税金等の滞納管理、電
話催告の各システムの提供と、徴収催告業務を請け負うBPO（ビ
ジネス･プロセス･アウトソーシング）も順調に拡大。

売上高

売上高 109 74百万円億 16 75百万円億
前期比5.2％増

営業利益
前期比27.4％増

純利益 10 9百万円億
前期比22.6％増

売上高

10,429

営業利益 経常利益

1,344

前期
純利益

823

売上高

10,974 売上原価・販売費
及び一般管理費
9,298

営業利益

1,675

経常利益

1,697

税金等調整前
当期純利益

1,718

当期
純利益

1,009

営業外
費用

22

法人税
等

708

（百万円） （百万円）
12,000

2,000

1,500

1,000

500

12,000

2,000

1,500

1,000

500

0 0

1,315

前期
（自2012年4月1日 至2013年3月31日）

当期
（自2013年4月1日 至2014年3月31日）

営業外収益
44

特別
利益
20
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（百万円） （％）
1,000 10

500 5

0 0
第53期 第54期 第55期

7.1 

823
776

7.9

1,009

9.2

当期純利益 当期純利益率 純資産

（百万円） （％）
14,000 80

7,000

60

40

20

0 0
第53期 第54期 第55期

8,833

75.5

9,456

77.1

10,361

76.0

自己資本比率

（百万円） （円）
14,000 500

400

7,000
300

200

100

0 0
第53期 第54期 第55期

320.89

11,523

341.22

12,076
13,438

367.62

１株当たり純資産額総資産

（円）
40

30

20

10

0
第53期 第54期 第55期

28.63 30.34

36.62

（百万円）
12,000

6,000

0
第53期 第54期 第55期

11,001 10,429 10,974
（百万円） （％）
1,800 20

900

15

10

5

0 0
第53期 第54期 第55期

1,282

11.7 

1,344

12.9

1,697

15.5

経常利益 経常利益率

１株当たり当期純利益（EPS）総資産／1株当たり純資産額

純資産／自己資本比率当期純利益／当期純利益率

経常利益／経常利益率売上高
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現金及び現金
同等物の期首残高

5,687

現金及び現金
同等物の期末残高

5,045

投資
活動

△ 1,534

財務
活動

△ 225

営業活動
1,118

当期
（自2013年4月1日 至2014年3月31日）

現金及び現金
同等物の期首残高

3,875

現金及び現金
同等物の期末残高

5,687

投資
活動

△ 223

財務
活動

△ 360

営業活動
2,396

前期
（自2012年4月1日 至2013年3月31日）

連結キャッシュ・フロー計算書の概要

キャッシュ・フロー
計算書のポイント

当期の利益に加え、仕入債務の増加は
ありましたが、売上債権の増加や法人
税等の支払いを差し引き、営業キャッ
シュ ･フローは11億円強のプラスと
なりました。投資キャッシュ・フロー
は、高格付けのコマーシャルペーパー
など有価証券の純増により15億円強
のマイナス、財務キャッシュ・フロー
は前期の配当金の支払いなどで2億円
強のマイナスとなりました。

（百万円） （百万円）
7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0 0

1株当たり配当金と配当性向

2009年
3月期

10.00

2010年
3月期

10.00

2011年
3月期

10.00

2012年
3月期

15.00

2013年
3月期

15.00

2014年
3月期

15.00

1株当たり配当金

（円） （％）
20 60

10 30

0 0

配当性向

30.82

47.60

56.21
52.39 49.44

40.96

連結貸借対照表の概要

負債・純資産の部

資産合計
 13,438

流動資産
10,225

固定資産
3,213

資産合計
12,076

流動資産
8,692

固定資産
3,384

（百万円）

現金及び預金
2,439

有形固定資産
711

無形固定資産
352

投資その他の資産
2,320

現金及び預金
2,410

有形固定資産
645
無形固定資産
191
投資その他の資産
2,376

資産の部

前期末
（2013年3月31日現在）

当期末
（2014年3月31日現在）

負債・純資産合計
 13,438

負債
3,076

純資産
10,361

負債・純資産合計
12,076

負債
2,620

純資産
9,456

（百万円）

流動負債
2,362
固定負債
258

株主資本
9,101

その他の包括利益
累計額 204

新株予約権 144
少数株主持分 5

流動負債
2,830
固定負債
246

株主資本
9,928
その他の包括利益
累計額 291
新株予約権 134
少数株主持分 7

前期末
（2013年3月31日現在）

当期末
（2014年3月31日現在）

貸借対照表
資産の部のポイント
銀行向けなどシステム規模が大型化して
おり、第4四半期に売上が偏重する傾向
がさらに強まり、売掛金やたな卸資産が
増加。固定資産は販売用ソフトウェアの
償却が進んだことなどにより、若干減少
しました。

資産
前期比11.3％増

134 38百万円億

貸借対照表
負債・純資産の部のポイント
第4四半期の売上増加に伴い、買掛金が
増加。純資産に関しては、前期も１株当
たり15円の配当（配当性向は49.4%）
を実施いたしましたが、内部留保も増
加。自己資本比率は76.0%と高水準を
維持。

純資産
前期比9.6％増

103 61百万円億
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事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

基 準 日

単 元 株 式 数

株 主 名 簿 管 理 人

特別口座の口座管理機関

郵 便 物 送 付 先

毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月に開催します。

定時株主総会の議決権…毎年3月31日
期　　末　　配　　当…毎年3月31日

100株

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（電話照会先）70120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店およ
び全国各支店で行っております。

●住所変更、単元未満株式の買取などのお申し出先について
株主様の口座のある証券会社にお申し出ください。なお、証券会社に口座がな
いため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座管理機関である三
井住友信託銀行株式会社にお申し出ください。
●未払配当金のお支払いについて
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申し出ください。
●「配当金計算書」について
配当金お支払いの際にご送付しております「配当金計算書」は、租税特別措置
法の規定に基づく「支払通知書」を兼ねております。確定申告を行う際は、そ
の添付資料としてご使用いただくことができます。ただし、株式数比例配分方
式をご選択いただいている株主様につきましては、源泉徴収税額の計算は証券
会社などにて行われます。確定申告を行う際の添付資料につきましては、お取
引の証券会社にご確認をお願いいたします。
※確定申告をなされる株主様は、大切に保管してください。

株主メモ

個人
53.9%

金融機関
21.0%

その他
10.1%外国人

2.4%
事業法人

その他の法人
11.0%

証券会社
1.6%

所有者別分布状況 株価及び出来高の推移（東京証券取引所）

4月 3月

（円）

（株）
1,500,000

1,000,000

500,000

600

500

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
2013年 2014年

400

300

200

100

0 0

出来高

株価

代 表 取 締 役 社 長
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取 締 役 執 行 役 員
取 締 役 執 行 役 員
取 締 役 執 行 役 員
取 締 役 執 行 役 員

常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

東 川　 清
大 枝　 博 隆
坂 田　 幸 司
本 山　 昌 人
佐 藤　 恒 徳
小 玉　 敏 明
中山　かつお

原　 晃 一
新 美　 收
佐 藤　 誠
小 泉　 大 輔

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

イオンフィナンシャルサービス株式会社

アイティフォー社員持株会  

村上 光弘

須賀井 孝夫

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

明治安田生命保険相互会社

株式会社横浜銀行

ブラザー工業株式会社

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

（三井住友信託銀行再信託分・
ブラザー工業株式会社退職給付信託口）

1,420,000

 1,350,000

1,343,900

835,000

800,600 

584,300

551,400

500,000

430,000

411,900

4.83

4.59

4.57

2.84

2.72

1.99

1.87

1.70

1.46

1.40

持株数
（株）株主名 出資比率

（％）

（注）当社は自己株式1,630,426株を保有しておりますが、上記の大株主から除いております。

会 社 名

本 社 所 在 地

事 業 所

サービス・ステーション

創 業

資 本 金

グ ル ー プ 会 社

株式会社アイティフォー

〒102-0082
東京都千代田区一番町21番地
一番町東急ビル
TEL：03-5275-7841
URL：http://www.itfor.co.jp

所沢事業所（所沢市）
西日本事業所（大阪市）
中部事業所（名古屋市）
福岡営業所（福岡市）

札幌・仙台・広島・高松・那覇

1972年12月2日

11億2千4百万円

株式会社スナッピー・コミュニケーションズ
株式会社グラス・ルーツ
株式会社アイセル

会社概要

（2014年6月20日現在）役員

110,000,000株

29,430,000株

7,873名

発行可能株式総数

発行済株式の総数

株主数

（2014年3月31日現在）株式の状況

（2014年3月31日現在）大株主

Corporate Data会社概要
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ビッグデータの活用が、ビジネスを成功へと導く

当社ホームページでは、各種サービスの紹介をはじめ、最新情報から充実したIR情報など、さまざまな情報を掲載しています。
また、お客様の導入事例やセミナーの案内などをお知らせするメールマガジンを配信しています。
ぜひ下記URLよりお申し込みください。

http://www.itfor.co.jp/mailmag/

ホームページ・メールマガジンのご案内

http://www.itfor.co.jpホームページURL

この報告書は、地球環境に
配慮し、ベジタブルインキ
を使用しています。

市場の動き

と

 I T F O R

　現在、新しいキーワードとして注
目を集めている「ビッグデータ」。従
来の技術では蓄積や解析が難しかっ
た巨大データ群を指します。IT機器
の大容量化・高性能化などの進化に
より、近年、このビッグデータを短
時間かつ安価に取り扱うことが可能
になりました。

　そして今、ビッグデータをビジネ
スシーンでどのように活用するかが、
企業にとって大きなポイントとなっ
ています。車両に搭載されたETCや
GPSから送信される運転状況データ
を活用して、契約者ごとのリスク分
析を行う損害保険会社の事例、カー
ド利用者の携帯端末にあるGPSデー

タを活用して、カードの不正利用を
検知するクレジットカード会社の事
例など、各社で新たな取り組みが始
まっています。

　アイティフォーでも、フィナンシ
ャルシステムの分野で新しい試みが
スタート。金融機関のシステムに蓄
積されるローン貸出者の取引状況を
分析し、今後「延滞」する可能性が
高い人を事前に把握してリスク回避
を図ったり、利用履歴や返済状況を
分析し、優良な顧客にはローン限度
額の増額を提案するなど、ビジネス
の効率化・サービス向上にご活用い
ただいています。さらに当社システ
ムを導入いただいている金融機関か

ら特定のデータをお預かりして解析
することで、それぞれの金融機関で
は見ることのできなかった全国規模
の販売情報やリスク管理情報を提供
することも可能になりました。
　これらは、長年にわたり金融機関
向けシステムの開発に携わってきた
当社ならではの、非常に有益なサー
ビスといえます。


